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 今年、日本で話題になっているものの中に「風疹の流行」があります。昨年ごろから患者さんの数が増え

ており、今年はさらに多くの患者さんが出現しております。その患者さんは子供ではなく、20～40代の社会

的に活動的な人たちに多く見られます。一番被害を被っているのは妊婦さんです。母親が妊娠初期の20週ま

でに風疹に感染すると先天性風疹症候群といわれる子供が生まれます。眼・心臓・聴力および神経学的に異

常をきたす子供になるのです。今年も何人かの先天性風疹症候群が生まれています。非常に悲しいことで

す。本来なら防ぐことのできた子供たちです。 

 これと同じようなことが平成19年（2007年）にありました。麻疹の流行です。この時にも大学生などを

中心とした若者に患者さんが多く、子供が中心になっていたわけではありませんでした。米国ではすでに

2000年に麻疹の排除宣言をしており、隣の韓国も2006年には麻疹排除達成を宣言しており、米国は日本を

「麻疹の輸出国」と呼んでおりました。 

 麻疹の流行・風疹の流行。同じようなことが先進国といわれる日本で何故繰り返されるのか？それは今ま

での行政に問題があったようです。年配の方の中には「麻疹は誰でも罹患するものだ」という考えの方もお

られるかも知れませんが、この考え方では今の世の中、世界を相手に仕事をすることはできないのです。 

 最近は麻疹・風疹の2回接種をするなど、行政もやっと小児科医の意見を聞くようになり、小児科医が10

年以上も前から訴え続けていた、重症感染症（髄膜炎、敗血症、骨髄炎など）を防ぐヒブワクチンと肺炎球

菌ワクチンを任意ながら接種を許可し、今年の４月からこれらのワクチンをさらに定期接種に変更しており

ます。まだ任意接種となっている水痘、おたふくかぜワクチンに対して、仙台市では一部公費負担の形でこ

の平成25年７月から援助をするようになりました。県北部の市ではこれを全額公費負担で対応するところも

出ております。本来ならば国は全ての予防接種を全額無料とすべきであり、外国ではそれが当たり前になっ

ているのです。少子化を問題にするのであれば子供をいかにして守るかが大切であり、ワクチンはそのため

の重要な武器になります。子供を感染症から守り、成人してからは社会活動や経済活動に影響が出ないよう

にしたいものです。ワクチンは子供への投資であり、そしてそれは社会全体に対する投資でもあり、失敗す

ることのない投資です。 

 予防接種を希望される方は、かかりつけ医に御連絡下さい。 
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～病院の基本理念～ 

満足と納得が得られる医療の実践 

～ 基本方針 ～ 

●患者さんの安全と安心を第一に考える医療を実践します 

●患者さんの権利を尊重し、思いやりのある医療を実践します 

●科学的根拠に基づく質の高い医療を提供します 

●地域の方々と勤労者の健康管理を支援します 

 予防接種を受けましょう  

副院長（小児科部長） 石澤 志信  
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  精度保証施設認証と 

     中央検査部のご紹介  
 

                          中央検査部長 

 今般、日本臨床衛生検査技師会の「精度保証施設認証制度」の認証を得ることができました。こ

の認証は、当院の臨床検査値が「標準化されていること」、かつ「精度が十分保証されているこ

と」を評価できる施設であることを証するもので、宮城県で認証を得ているのは当院を含め3施設

のみとなっています。 

  医療機関において患者さまの臨床検査データが疾患の診断や予防に活用されるためには、その信

頼性が保証されていなければなりません。当院では、日々の精度管理に必要十分な時間を割いて、

検査データの質の向上や信頼性の高い検査結果が得られるよう努めております。 

  中央検査部では、今後も基準を満たした検査データの信頼性の維持と向上に努め、安心してご利

用していただける臨床検査情報を提供してまいります。  

Information 

 中央検査部は25名の臨床検査技師が、検体部門（一般・血液・生化学・免疫・輸血・細菌）、

生理部門、病理部門の構成を成しており、時間外は宿日直体制で検査業務に従事しています。 

 

検体部門 

 各種機器を7名の技師でローテーションしながら対応しています。年々検査件数が伸びてきてお

り、多い時には1日700件を超える検査受付数（健診除く）、月16万件以上の依頼件数があります

が、一般・血液・生化学・免疫検査まで迅速な結果報告に努めています。 

 細菌検査は3名の技師で、培養検査、迅速検査、塗沫検査を年間25,000件処理しています。迅

速・塗沫検査の結果報告は30分以内を心がけています。 

 

生理部門 

 生理全般と腹部エコー室があり10名の技師で多種多様な検査に対応しています。特に、呼吸機

能検査は充実しており年間8,000件の件数を数えます。また、労災病院として特徴的な検査とし

て、じん肺や振動病障害の認定に係る検査も行っています。 

腹部エコーは腹痛精査の検査依頼が多く、鑑別のためには肝、胆、膵はもとより消化管まで対応し

なければならず、技師の技術レベルの高さが求められています。 

 

病理部門 

 病理診断科は病理専門医２名、後期研修医１名、技師４名（細胞検査士３名）で病理診断業務に

携わっています。 

【 精度管理 

【 中央検査部のご紹介 
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 日 時  １０月２０日（日） ９時３０分～１２時００分 

                

 場 所  東北労災病院１階待合ロビー  

 

 プログラム 

 講演１ 「今、知っておきたい緩和ケア」 

 講 師  埼玉県立がんセンター・緩和ケア科  余宮 きのみ先生 

 

 講演２ 「心という治癒力 ―覚悟と感謝の効用―」 

 講 師  市立三次中央病院・緩和ケア内科   佐伯 俊成先生           

 他の検査に比べ手作業が多いのですが、的確かつ正確な標

本を迅速に作製し病理医に届けることを心掛け、院内では定

期的な症例検討会を行い臨床との十分な連携を図っていま

す。また、術中迅速診断は10～15分程度で行い手術の適正

な進行に貢献しています。 

 日 時  １１月１６日（土） １３時００分～ 

                

 場 所  東北労災病院１階ロビー  

 

 講演１ 「大腸癌を知りましょう！～病気の話と最新の手術治療～」 

 講 師  東北労災病院 外科・内視鏡下手術センター 松村 直樹先生 

 

   『皆さんやご家族が大腸癌になればとても不安になるでしょう。見つかるのが 

 早いほど完治しやすいのが大腸癌です。いかに早期発見をして体力の負担や後遺症のない治療 

 を受けるかが大切です。「大腸癌ってどんな病気だろう？」という素朴な内容から、早期発見 

 の方法、そして東北労災病院で20年以上前から 仙台で先駆的に行っているお腹を切らない内 

 視鏡手術「腹腔鏡手術」を紹介します。皆さんが知らなかったこと、疑問だったこと、知りた 

 かったことを解決できるようにわかりやすくお話しします。お気軽にお越しください。』 

 

 

 講演２ 「そけいヘルニアをご存じですか？」 

 講 師  東北労災病院 外科・内視鏡下手術センター 野村 良平先生 

  

 『一般的には「脱腸」と言われます。子どもの病気と思われるかもしれません 

 が、実際には中高年に多い病気です。そけい部（ふとももの付け根付近）のふくらみや違和感 

 で気づきます。病院に行くのを恥ずかしがる方もいらっしゃるのですが、放置していると徐々 

 に大きくなってきます。今回は、そけいヘルニアとは？・なぜ起こる？・治療はどうするのか 

 ？についてわかりやすくお話させていただきます。』 

お問い合わせは地域医療連携センター  (電話022-275-1467)まで 
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 当院では、県内で初めて最新鋭80列の検出器を搭載したコンピュータ断層撮影装置（CT）

「Aquilion PRIME（アクイリオン・プライム）」を導入し、１１月から運用を開始いたします。 

Information 

登録医ご紹介                    

    【東北ろうさい病院・掲示板】  
     ■紹介状持参が必要となります。 

      整形外科・糖尿病代謝内科・眼科・歯科（予約制）を初めて受診する方・予約票をお持ちでない方（前回の受診から半年位が目安です。）は 

     紹介状が必要となります。当院は急性期病院（緊急・重症な状態にある患者さまに対して入院・手術・検査など高度で専門的な医療を提供す 

     る病院）です。紹介状があれば病歴・検査結果等の把握ができ効率的な医療を受けられます。 

     ■症状の安定した患者さまは、かかりつけ医へ紹介します■ 

      当院で検査・診断・治療をおこない症状が落ち着いたあとは、紹介元へ逆紹介をし、そこで継続して治療をお願いする場合もあります。かか 

     りつけ医から当院での診療が必要とされた場合は対応いたしますのでご安心ください。 

      クリニック・診療所と病院が連携しており安心した医療を受けられます。 

最 新 鋭 Ｃ Ｔ 導 入 

Aquilion PRIME（アクイリオン・プライム）の主な特長 

 
【低被ばく線量での撮影が可能】 

 本装置では最大限に被ばく線量に配慮した、最新の被

ばく低減技術「逐次近似応用再構成法（AIDR 3D）」が

搭載されています。従来、高線量を用いることで高画質

を作成していたところを、低線量での運用にシフトする

ことが可能となります。 

 
【超高速撮影により患者様の息止め負担が大幅軽減】 

 80列の検出器幅により、撮影時間の大幅な短縮

が可能です。例えば、胸部～腹部（約60cm）を撮

影するのに要する時間は僅か4秒程度であり、患者

様の息止めによる負荷を最小限に軽減させること

が可能となります。 

 

【0.5mmスライスの超精密画像作成】 

 一度に0.5mmスライスの厚みで、被写体の輪切り

画像を作成することが可能です。これは世界最薄

の画質性能であり、胸部や整形領域、血管系等の

微細な構造物、病変を正確に描出することがで

き、診断精度の向上が期待されます。 

 当院では、新規導入した新型CT装置を用い、地域の患者様に安心・安全のCT検査をご提供するととも

に、さらなる高精度な画像診断の追及に継続して努めてまいります。 

 

  

  

 
 日  時 １０月１２日（土） １３時００分～１７時００分 

         １３日（日） １０時００分～１５時００分 

                

 場  所 旭ヶ丘市民センター３階第２会議室  

 

 健康相談 ①血圧・体脂肪測定 

      ②骨密度測定 

      ③認知症相談（13日（日）午前中のみ） 

       

 情報提供 生活習慣病、禁煙、食事レシピ等に関するパンフレットの配布    
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 当院は義父故池田知行が1968年に小児科医院として開院、その後、娘である小児科医の私の妻

が副院長として勤務を開始し、2000年に私が耳鼻咽喉科の診察を開始しました。2004年義父が

死去後、私が院長となり、現在に至っております。従って現在「池田」という名の医師はおら

ず、時々新しい患者さまに不思議がられております。 

 

 当院耳鼻咽喉科は、東北労災病院と「広義の病診連携」を目指しております。「広義」とは私

が勝手につけた言葉ですが、単に「病院と診療所の間を患者さまが動くだけでなく、医師も動

く」ことです。「患者様にとっては同じ医師に診てもらえるとの安心感があり、また総合病院で

しかできないより良い医療も受けていただける」と考えました。そこで、私が週に一度、東北労

災病院耳鼻咽喉科で非常勤医師として外来を担当させて頂いております。小児難治性中耳炎の喚

気チューブのフォローや、私の専門とする鼻の手術では当院からの紹介症例の手術（労災病院に

て実施）にも参加させて頂いております。その一方で、当院から紹介後、東北労災病院にて状態

が落ち着いた時点で（逆紹介によって）当院に戻って頂き、再度当院にて診察・経過観察をさせ

ていただいております。 

 

 小児科では副院長を含む小児科専門医3人が診察を分担しています。元・東北労災病院小児科

部長だった遠藤廣子先生と東北労災病院小児科勤務だった中澤千冬先生です。東北労災病院小児

科とは難治性中耳炎を含む気道疾患など多くの子供さんの入院を引き受けて頂き、大変感謝して

おります。また、目まぐるしく変わる予防注射のスケジュールにも対応し、乳児健診でも現代の

子育てに対する育児不安を解消できるよう取り組んでいます。 

 この様に患者様のより良い医療を目指すうえで、東北労災病院は当院にとって必要不可欠な

パートナーであると考えておりますので何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

診察について 

 当院ではそれぞれ耳鼻咽喉科専門医、小児科専門医による診察を受けられます。また、病院で

の手術を含む医療が必要な患者様には専門の病院を御紹介いたします。 

登録医ご紹介                     

    【東北ろうさい病院・掲示板】  
     ■紹介状持参が必要となります。 

      整形外科・糖尿病代謝内科・眼科・歯科（予約制）を初めて受診する方・予約票をお持ちでない方（前回の受診から半年位が目安です。）は 

     紹介状が必要となります。当院は急性期病院（緊急・重症な状態にある患者さまに対して入院・手術・検査など高度で専門的な医療を提供す 

     る病院）です。紹介状があれば病歴・検査結果等の把握ができ効率的な医療を受けられます。 

     ■症状の安定した患者さまは、かかりつけ医へ紹介します■ 

      当院で検査・診断・治療をおこない症状が落ち着いたあとは、紹介元へ逆紹介をし、そこで継続して治療をお願いする場合もあります。かか 

     りつけ医から当院での診療が必要とされた場合は対応いたしますのでご安心ください。 

      クリニック・診療所と病院が連携しており安心した医療を受けられます。 



平成２５年１０月１日現在 
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【受付時間】８：１５～１１：００（初診・予約受診の方） 

      ※再来受付機の受付は７：４５～１１：００ 

 夜間及び土・日・祝日は救急対応 

発行者 広報誌編集部会 


